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(問題 5の続き)

が導かれることを説明せよ。

(4)(T,P)面上での断熱曲線は,エ ントロピー Sが一定となるときの rと Pの関
係である。それを表す微分方程式が

dP   (∂ S/∂7)P   CrP

ごr   (∂S/∂P)T  αT1/

となることを説明せよ。

なお,熱膨張率 αは

と定義される。

(5)理 想気体の場合に,α と 1/を Tと Pの関数として表すことから,断熱曲線の
傾 きだP/だTを P,T,7'′ ,R,CPを 用いて表せ。ただし,■ は気体のモル数,R
は気体定数とする。
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